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    The  present account  on  tbe  siTerm-whale  is based on  the statistics

reeeived  by t･he Bureau of  ]B"isheri.es from yarious  "'haling  companies  in the

period extending  from  1926  to 1935.

    1) Pregnallt females  are  mostly･  t'ound in ss'arm  waters,  and  their

captares  are  carried  on  throu.crhout the }'ear in the north-eastern  part of

the empire  at the followiBg main  shore  stationsi  Asul(awa ()vli>'aL,ri Pre-
fect･ure), Kamaisi U"'ate Prefecture), and  Akkesi <Hokkaid6),
    2) The  body length of  the pregnant females caught  extends  frem 8.5m
to 12.4m  and  on. an  average  thay  ineasure  10.3 m,  while  the adult  males  of

this species  beiri.cr neaTly  tFvice as  }ong as  the I"emales,

    3) Of the Lt43 sperm-whale  l'et･uses 120 were  males  and  108 females,

(111 males  per 100 females). Out  of  these fotuses onl.y  one  ease  of  twins
uras  me.t  with:-1935  June; Mother  10,3m;  male  fetuses 2.4 and  1.8m
stranded  at  Ayuka"'a.

    4>. Int'erring fvDm the 243 recorded  fettises it ma)r  be stated  that the

sperm-whale  ]ias a  period of  maximum  frequenc}r of  supposed  impregna-
tions and  birt]is in the season  fvom May t･o August･, [1]he length ofgestation

peried suggested  b.v these figures is at  ]east tsvelve mo]ths.  Newly  born
ealves  usually  measure  4.0-4.6 m  and  rarel.y  4.8 m.

  . 5> According to the intbrtnatiens gis'en by the Nippon-Hogei  Co. in
193bV, of  t･he 106 sexually  mature  fema]es eaptured,  36 (about 34SI6) were

fou]d  pregnant.  Son]e fetuses undoubtedl.y  eseaped  notice  on  account  of

small  size  or carelessness  on  the  part of  the  flenser. From  the above  figures,

therefore, it ma}'  safely  be assumed  that, the  spevm-"'hale  females bring
forth their yotmg  every  ether  .vear.
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　　　　　　　　　　　　抹 香 鯨 の 生 殖 に 就 て

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 （挿　圖 　4　個 ）

　　　　　　　　　　　　　　 松 　　浦　　義　　雄

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 農 林 省 水 産 局

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （昭 和 11年 3 月 11 「1受 領 〉

　抹香鯨 の 生殖 に關 し て は BEALE 〔1839 ），
　BE 梱   （ユ840｝，田子 （1922 ）及 び ToWN3BFD （1931〕D

等 に よつ て 斷片的 に 報告せ られ て 居 り，且 つ 之等 の 著者 は 皆 本種 に は 限定 され た生殖期 の 無

い こ と，2Pち受胎分娩は 一年を通 じて 行 は れる こ とを述 べ て 居 る e 其後 HARMER 〔1933 ） は

9npe　Colony 及 び Natal 方面 の 捕鯨會就 よ りの 胎 仔 の 報告 〔65 頭 ｝を基礎 と して ，抹香に 於

て も鬚鯨同樣 そ の 生殖期は 全 く隈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47°

定 され て 居 らぬ もの で な く，そ の

受 胎分娩は 主 として 6−− 12 月に行

はれ る の で は な V ・か と報告 して 居
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45°

る。　著者は曩 に 〔松浦，1935）本種

の …般分布習性 と共 に簡單 に その

生殖 に 觸れ た が ，今茲 に ，よ り詳

細 に 之を述 べ よ うと思ふ 。

　本稿 は各捕鯨會祗 よ り農林省水

産局 へ の 胎 仔の 報告を資料 と した

もの で あ る が ，未だ報告 され粗 胎

仔 も相當多 く性熟雌鯨 と姙娠鯨 と

の 關係等が 適確 に 調査出來なか っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4〔F
た の は遺憾 で あ る。之等は 資料 の

蒐集を俟つ て 逅加補充 しよ うと思

つ て ゐ る。

　 　 　 　 　 　 1

　抹香鯨 の 一般涸游猷態 に就 て は

既 に 述 べ た故 〔松 浦 ，
1935）此處 に

は省 くが ， 生殖 と密接な關係の あ

る 駈謂
‘‘
Ilarem ”

は本邦近海で は

主 と して 金華 山沖 ・小笠原諸島近 140°
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第 1 圏 抹香姙娠鯨 の 捕獲揚所 （9− 4 月 ）

3δ゜N

1） 以 上 の 外 HARMER （1933） に艨 れ ば ，
　KVREhTTIIムL （1914，　Jen．　 Zeit．chr ．

，　 li．　 p ．84）； PoucHnv

　 and 　BEAI ［REGARD （1889，
　 Nouv ．　 Arch ．　 Mu 臼，　Paris，語 r．3，　 i．　pp．84− 9ユ；　 1892 ，　 ibid．　 iv．

　 pp．1〔》− 17 ）及 び BEDDARD （1915T　Ann ．　Dnrba ” Mlls，
，
　i．　p．10711919 ，　 ibid．　 ii．　 p．1　T9．） 等

　 　は 本種 の 胎仔 又 は 幼鯨 の 記載 を し て 居 る．
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策 1 表 　 海 匠 別 及 び 月 別 雄 娠 鯨 捕 獲 駅 態
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島 の 太 李洋側等で あ b1 叉 時 と して 中部 千島の 太 平洋側 に も來游す る 嗄 期 ｝ こ と が最近 此方

面に 出動 した捕鯨船 に よ り報告 され て 居 る。

　第 1 表及び第 1 圃竝 に 第 2 圖は姙娠鯨の 捕獲牀態を場所に 依っ て示 した もの で ， 之等 よ り

周年 に 亘 つ て 胎仔 の 獲 られ る東北海區が本種 と最 も密接な關係の あ る こ と は ，總姙娠鯨 の 約

85 ％ 迄が 此處で獲 られ て 居 る こ とか らも推定が容易で あ る。 之 に 亜 ぐの は北海區で あ る が，

此方 面 で は南方の 厚 岸 ・霧 多布近 海 へ と北上 す る に 從 つ て 捕獲 は漸減 して 居 る 。 徇 ， 小笠原

海區 で は 12− 3 月 の 冬期 に ，西南海區 の 串本 ・大 島等 で は 6−− 7 月 に ，少數の 捕獲が見 られ

て 居 る。 其他 の 海區 で は本種の 雌 の 發 見せ られ る こ と は 絶無 と云 つ て よ く，その 分布が 専 ら

本邦 の 太 平洋岸 に 限 られ て 居 る。

　東北海區 に 於 て は金華 山南東を中心 と した距岸 SO− 150 浬の 海面 で あ り， 冬期 で は捕 獲 の

位置が夏期 に 比 し稍接岸 して 居 る ｛第 1 圖及び第 2 圜｝。
’To“7）g

’
SE“TD 〔1931 ｝及 び Coエ1，IM ’

（19ユ2）

に 據れ ば ， 大西 洋で は Bermuda 諸 島近 海及 び Azo τ es 島 の 近海 に 於 て 仔鯨 を拌 つ た多數 の 雌
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亀

鯨 の
“

Harem ”

を發見 したと述

べ て居 b，前考は今 日で は 捕獲

が減少 した が 嘗 て は 此 處 で 交

尾 ・分娩が 行は れた と 言 はれ て

居 るが 〔WHEELER ，ユ933 ）、之等
の 地 方が本邦近 海 で 同様の 現 象

を見 る金華山沖 と殆 ど 同緯度 に

在 ろ こ と は 面 白 い こ とで ある。

伺 ， 第 2 圖か ら中部千 島の 太罕

洋側迄
」‘ Harem ”

の 1回蝣 が 見ら

れ る （夏期 ）こ と が 推定 せ られ る

の で ある が ．之 が 果 し て 正常群

で あ る か ，或は stmgglels で あ

るか に 就て は 今遽IC之 を斷定 し

得なv ・。

　 　 　 　 　 　 JI

抹 香 鯨 の 生 殯 1ゼ 就 て 263一

　 本種 の 雌が鮭 に 比 し て 極 め て

小形 で あ る こ と は 氈 に 蓮 べ た

1松 浦 ，
1935 ）。 今 姙 娠 鯨の 體長

の 度數分布（策 3i鮒 を見 る に
，體

長 35 尺 （／0．6　m ｝を mode とす

る略對稱の 分布 曲線 を示 し，最

小 28 尺 （S．5m ｝か ら最大 ll 尺 　 　 　 第 2 岡 抹香姙 娠 鯨 の 捕獲場所 （5− 10月 ）

｛12．・tm ｝に 及 んで 居 る。從 つ て 抹 香で は 體長 3D− 40 尺 の 雌 は性熟期に在 る もの と考 へ て 差支
へ なか らう。

　之等 の 母鯨 L）｛2 頭 よ ウ獲 られ た 243 頭 の 胎仔 を月別雌雄別 に 示 す と第 2 表 の 如 く，雌 の

認　　　　　　　 濃鸞 緬樫罎瓢慨 獣
50 　 　　　 は 111 とな り， 之か ら本種で は stOGk に

40 　 　　　 於 て雄が雌 よ り多 い の で は 無 い か と 考

30 　 　　　 へ られ る が ，未 だ資料の 少い の が遺｛感で

20
　　 　　　　あ る。 RI册 球 G （ユ935 ）は 南氷洋産 の 白長

　　 　　　　須 及び長須 に於 て は そ の 胎 仔 で は 雄 の

fO
　　 　　　　方が 多か つ た と述 べ て 居 る 1雌 ユ00 に 鍛

　　 　　　　し白長須で は 雄 116，長須 で は雄 106 ｝。

　　　6　　 q 　　 IO　　n　　 i2　　13　m ，　 以上 の 胎仔 の 内 1935 年 6 月金華山 南東

　　　　　　第 3間　姙 娠鯨 の 體 長 　　　　　　　105 浬 の 地 點で 捕獲せ られた 體長 34 尺
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第 2 表 　眉台見 の 出現 舞丸態
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第 3 表　胎仔 の 盤長 の 月 に よ る 變 化
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　 計　　　18　14　18　14　16　36　20　11　15　15　38　28

ce 内 2 頭は 双 胎

の 雌か らは，體長 8，0 尺 （δ）及 び 6．0 尺 冠 〕の 双 胎 が あ つ

た こ と を記載 して 毅 く。

　前述 の 胎仔 243 個體 に 就て そ の 大 き さ 〔體長｝と捕獲 の

月 日との 關係を見 る に （第 3 表 及び簾 4 鬪 ，月 に よ る胎仔

の 大き さの 培減は鬚鯨に 比 し て 遙に不規 則 で あ るが，大體

に 於 て 10− 3 月は胎仔 の 體長 は 壇加 の 傾 向 に在 り，
5 − 9

月 で は 非常 に 小形 の もの と大形 の もの とが 混獲せ られ て

居 る。 之等の dataを整理 して 圏示 すれば 第 4 圓 が得 ら

れ ， 之 か ら多數の 抹香 で は受胎は主 と し て 5− 8 月
1）

の 候

行はれ，分娩は 夫 よ り少 くもユ2 箇月 を經た 後 に 行 はれ る事が考へ られる譯で あ る が，徇ほ 之

と甚 し く受胎 ・分娩の 時期 を異に す るもの も認 め られ る こ と は．體長 2 尺以 下程度 の 小 形 の

胎仔が殆 ど周年に 亙 つ て報告せ られて 居る 事 か らも明か で あ る c 之等 の 不規則峠胎仔 を捕獲

の 地 方別 に分け て も〔第 4 圖灰 性別に分けて も ｛松溝 1935； 纂 4 斷 除かれ得な い 。

　分娩直後 の 仔鯨 の 大 きさは 捕獲叉 は觀察せ られた仔鯨 の 最小 な る もの 及 び最大胎兒 との 闇

係か ら決定 せ られ る。前 者 に就 て it　IVHEE ］．FLI （1933｝は 大 西 洋 Bermuda 工s．に て 約 ユ3 呎

（4．｛n 　m ｝の もの を ，
HARMER ｛1933｝は 18 呎 ，　BEtSTNTErTr　（1840〕は 14 呎 の もの を報告 して 居 り，

本邦近 海で は此種の 報告が 手許に無 V・が ゴ 著者が捕 鯨業 者か ら聽取 した處 に よれ ば ユ3− 14 尺

で あ る t 後者 に就て は BE ）／rnm
，
　H 凪 MER 等 に よれ ば 14 吠とな り，前掲 の 著者 の 材料に よ

れ ば 16 尺迄 で あ る。然 し 13 − 14 尺 の 胎仔 に 比 して 15− 16 尺 の もの が 極め て 少數 で あ る こ

とか ら抹香 の 大 多數 は主 と して 13− 14 尺 で 分娩せ られ る と す る の が至當 と思は れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IV

　白長 須 ・長須等で は性熟 期 に逹 した 雌 は大體 隔 年 に 仔 を産む こ と が 知 ら れ て 居 る が

1） HARMER 　（1933）は南牛球 で は11月櫛 ち it・P球 の 5A ）」・ の み 胎仔 の 極 め て 小 形 鴫 の ePt た と 邇

　 べ て 居 る．
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　　　第 4 圖　抹香鯨胎 仔 の 體 長 （各 月別 ｝

第 4 表 　性熟蛙隹鯨．及 び 麺壬娠 鯨捕獲 見是態 （1935 ）
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備考 2 月 は 捕獲 無 し

．
36

（M ．4cKrtsn’osH 　ancl 　“
’llEET ．ER

，
1929 ｝，抹香 に關

し て は 未 だ此 方面 の 報告が無い檬 で あ る。著

者 の 集 め得 た胎仔 の 報告は そ の 數は相當 に 達

した が ，胎 仔 の 小形 の 爲 め 及 び共他 の 不注意

に よ b淌ほ若干 の 未報告 の 胎仔 の あ る こ と が

豫想 され る。今比
．
較的完 全 に 近 い と思 はれ る

1935 年度 の 日本捕 鯨株式會肚 よ りの 報告 に 塞

き性熟 雌 鯨 （II　1（　 ： り鱧長 3C− 40 尺 の もの 1
に 對 する姙 娠 鯨 の 捕 獲の 割合を見 る に （第 4

表＞」 姙 娠鯨 の 出現 は 季飾に よ り多 少 の 相違 は

あ る が，之 tz　一年杢 體 とし て考 へ る と總性熟

雌鯨 の 約 34％ とな る。 而 し て前違 の 如 き未

報告 の 胎仔 を考 慮 に 入れれば 實際は こ の 値 よ

りは 多 く見積 る可 き で あ る。從つ て抹香 の 雌

の 分娩は 大膿 1 箇年 近 くを置 い て 行は れ る と

考 へ られ る が ， こ の 點 に黼 して は更 に 調査 を

進 め よ うと思ふ 。
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LRicl 小 林 新 二 郡

　文 獻 BEALE 、
’
IH ．（】839 ｝ The 　natural 　history　of　t｝／e　s】．

’
）errn −wha ］巳，　 Lond 。1コ．　 BENNE τT ，

F．D ．（ユ84t）） Nalri見ti、・e　oft／ “
・haliDg　voya 篝e　rouL 〕d　the　globe．　 London ．　 MAcKINTosH

，　N ．　A ．

・・ dWHEE ・E・、　 J，　F，　G ，〔1929 ｝ Disc・… yR ・P・，1・C・mb ・i！lg・・黼 義蝋 1935 ｝ 日 本水蓙

學會誌，4 〔2｝． RlsTING 、　S．　and 　other き ｛1935〕 工ntelnational 　whahng 　st・atistics ．6．　O 尽lo，田 子

勝 彌　［19L）Li）動雛．34　t−101］．　 TowNSEND 、　C ．　 H ．｛ユ931｝　 Bul】．　 New 　 Yorl｛ Zoo］，　 Soc．， 34 〔6）．

WIIEELER ，　J．　F、　G，　alld 　HARMER 、
　S，　F，〔1P33）／

’
roc ，　Zool ，SDc ．　Lond ．，1），1　rt　II，

資 料

　　劭 6紹 ’珈 α 屬 に於 け る Caeca とSpermathecae　multiple

　　　　の 問題及 び Pli．（Plz．）vittata （GOTo　et　HATAI）と

　　　　　　　　　　　 Ph．らPlz．）bitheca　KOBAYASHI
　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　 （挿　圖　6　f困）

　　　　　　　　　　　　　　　　小 林 新 二 郎

　　　　　　　 　　　　　　　 京 城 第 二 公 立 高 等 普 通 學 校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔昭 和 11年 2 刀 22 口 受 領 ）

　 3VO 種以上 を包含す る 1コ
／te ，

・
‘，ii，mrt 　lgは 最 1互 Co6x   匸〔19ユ2）及び MICH 、NEISEN （192S，1934）

の 1軌 ヒに 依 つ て 下 記 の 6 亞 氈に分類せ られた。

　　〔1） Subgen．．・1・；chi．pheretiTn・a　M ・GH ・tEI ．gEN 　｛！92S ）

　　〔2》　Sub彗en ，．Piαm −al ：，keret’mr ‘ 、∫lcu ．！Eエ悉EX （ユ93壬｝

　　：3｝　Subgen．ヱ  〜〜’phe ’
・
eii
・
nlc‘ ｝rl（1H，L｝］亅君EN （1［31）

　　 「｛）　Subgen．　ヱ
）
〜ze ］

・
8‘h’UI 　へIICHAEI £ EN 　｛1928〕

　　 1δ［　Subgen ．　Jfeta／）hei・eti・lna ・］XITCH．tE ∫．SEN 　（1928）

　　〔6｝　Subgen、　 Pa？
・
Ctphei

・
etiWt −r！t　COGNNEエ丁工　〔1912｝

　此 新分類法は未だ
一一．・般に採 ｝卜1され て は ゐ な い が ，此 方法 に 依 つ て 大 きな 同矚が系統的 に 唄

か に され た こ と は事 實 て
．
あ る，將東多 少 の 補修は 加 へ られ る と し て も，恐 ら く一般 の 認む る

所 とな る の で は ない か と思 は れ る。

　私は 朝鮮産 の ミ ・ズ を整理 し て 居 る問 に 蠅 ω
・
所 嘱 至琶場 に 屬せ しむ べ きで はあ る が ，Pollノー

擁 齠 llη協 亜 氈の特性 を も：具へ て ゐ る Plb．（Ph ．）bUhc・ett・　1｛oB ．xYAS ］iit
）

を見出す事が 出來た。此

意味 に 於 て ，｝
’

oiyvhei
’
eti”

’
ba 亞属の 標 徴 を種 々 檢討せ る結果 ， そ の 中 caaea に 關す る點 に 就 て

は 尚ほ吟眛 して 見なければ な らぬ 問題が殘 され て ゐ る様 1こ 思 は れ た の で ，以 下 少 し く私 見を

述 べ て 先 輩諸家の 御高許 を仰 ぐ次第で あ る。

　斯 く問題が PDryl｝heretinLα 及び Pん催 如 啗 の 兩亜 圃に關 する もの で あ る故，他の 4 亞嵐に就

て は 多くを述 べ ない 事 と す る。兩 亜 颶 の 標徴は 次 の 如 くで あ る。

　1） 近 く新種 と し て 東 北 帝大 理 學 部 紀 要 に 發 表 の 豫 定で あ る が，此 報告 と何 れ が 先 に 公 表 され る か 分 ら

　　 な い の で
， 便 宜 上 r 上 記 の 如 く P陋 ．

蜘 岨 （1ヲの bitheca　KeBAyAsul と した 衣第で あ る，
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